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医療情報・システム基盤整備体制充実加算 基準 

※電子的保健医療情報活用加算（初・再診料の加算）が 9月末で廃止され、

10月より医療情報・システム基盤整備体制充実加算が新設された。 
 
１ 算定点数 

 医療情報・システム基盤整備体制充実加算１ ４点（月１回） 
 医療情報・システム基盤整備体制充実加算２ ２点（月１回） 
 
２ 算定の原則 

初診に係る十分な情報を取得する体制として別に厚生労働大臣が定める施設基準を

満たす保険医療機関を受診した患者に対して初診を行った場合は、医療情報・システム

基盤整備体制充実加算１として、月１回に限り４点を所定点数に加算する。ただし、健

康保険法第３条第 13 項に規定する電子資格確認により当該患者に係る診療情報を取得

等した場合又は他の保険医療機関から当該患者に係る診療情報の提供を受けた場合に

あっては、医療情報・システム基盤整備体制充実加算２として、月１回に限り２点を所

定点数に加算する。 
 
３ 加算できる点数項目（初診時のみ） 

 A000 初診料、B001-2 小児科外来診療料、B001-2-7 外来リハビリテーション診療料、

B001-2-8 外来放射線照射診療料、B001-2-11 小児かかりつけ診療料、B001-2-12 外来腫

瘍化学療法診療料 
 
４ 留意事項 

 ア 医療情報・システム基盤整備体制充実加算は、オンライン資格確認の導入の原則

義務化を踏まえ、オンライン資格確認を導入している保険医療機関の外来において、

初診時に患者の薬剤情報や特定健診情報等の診療情報を活用して質の高い診療を

実施する体制を評価するものであり、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす

保険医療機関を受診した患者に対して初診を行った場合に、医療情報・システム基

盤整備体制充実加算１として、月１回に限り４点を算定する。 
ただし、健康保険法（大正 11 年法律第 70 号）第３条第 13 項に規定する電子資

格確認により当該患者に係る診療情報を取得等した場合又は他の保険医療機関から

当該患者に係る診療情報の提供を受けた場合は、医療情報・システム基盤整備体制

充実加算２として、月１回に限り２点を算定する。 
イ 医療情報・システム基盤整備体制充実加算を算定する保険医療機関においては、

以下の事項について院内及びホームページ等に掲示し、必要に応じて患者に対して

説明する。 
 (イ) オンライン資格確認を行う体制を有している。 



(ロ) 当該保険医療機関を受診した患者に対し、受診歴、薬剤情報、特定健診情報そ

の他必要な診療情報を取得・活用して診療を行う。 
ウ 初診時の標準的な問診票の項目は別紙様式 54 に定めるとおりであり、医療情報・

システム基盤整備体制充実加算を算定する保険医療機関は、患者に対する初診時問

診票の項目について、別紙様式 54 を参考とする。 
 
５ 施設基準 

【告示】（略） 
【通知】 
(1) 電子情報処理組織を使用した診療報酬請求を行っている。 
(2) 健康保険法第３条第 13 項に規定する電子資格確認（以下「オンライン資格確認」

という）を行う体制を有している。なお、オンライン資格確認の導入に際しては、

医療機関等向けポータルサイトにおいて、運用開始日の登録を行う。 
(3) 次に掲げる事項について、当該保険医療機関の見やすい場所及びホームページ等

に掲示している。 
ア オンライン資格確認を行う体制を有している。 
イ 当該保険医療機関を受診した患者に対し、受診歴、薬剤情報、特定健診情報そ

の他必要な診療情報を取得・活用して診療を行う。 
 

６ 届出に関する事項 

医療情報・システム基盤整備体制充実加算の施設基準に係る取扱いについては、当

該基準を満たしていればよく、特に地方厚生（支）局長に対して、届出を行う必要

はない。 
 

明細書記載の要点 
・「初診」欄 
 医療情報・システム基盤整備体制充実加算を算定した場合は、当該加算を加算し

た点数を記載し、「摘要」欄に名称を記載する。 
 
[別表Ⅳ]  診療行為名称等の略号 

A000 医療情報・システム基盤整備体制充実加算 1を算定した場合 医シ A 

A000 医療情報・システム基盤整備体制充実加算 2を算定した場合：電子資格確認により患者に係る診療情報を
取得等した場合 

医シ B 

 

 
 
  



 

 
 


